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書籍「海のレジャー的利用と管理 日本と中国の実践」 刊行のお知らせ 
婁小波・中原尚知・原田幸子・高翔 編著 

公益財団法人笹川平和財団（東京都港区 理事長・角南篤）の海洋
政策研究所は、2024 年３月 31 日、書籍「海のレジャー的利用と管理 
日本と中国の実践」を刊行致しました。 
 
休みの日に、ゆったりと糸を垂らし旬の魚でも釣ってみたい、コバルトブルー

の海を潜って美しいサンゴを覗いてみたい、大海原を思いっきりセーリングして
みたい…。豊かになればなるほど、海を楽しみたいというニーズは高まり、その
結果、海洋レジャー産業は発達します。1980 年代以降の日本や、2000
年代以降の中国がそうでした。しかし、海洋レジャーの勃興や多様化のもた
らす効果や影響には、ほとんど注意が払われてきませんでした。果たして、日
中両国において海のレジャー的利用はどのような形で存在し、どのように展
開してきたのか、それによってどんな問題が惹起され、どのように解決が試みら
れてきたのでしょうか。本書では、日中両国の研究者の協力を得て実施した
「日本・中国におけるレジャー漁業に関する調査研究」の成果の一部を取り
まとめ、そうした課題に挑みました。漁業や漁村の持続可能な成長を求めて、
中国では2000年代に入ってから「休閑漁業（レジャー漁業）」を推進し、

日本では 2022 年から「海業（うみぎょう）」の振興が水産基本政策の柱の一つとして打ち出されています。本書では
そうした政策的背景も踏まえつつ、多様化する海のレジャー的利用をめぐる日中両国での実践的な取り組みを分析し
ています。海洋や漁業への理解を深めたい方には、ぜひお近くの書店またはオンラインにて入手し、一読をお勧めします。 
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【海洋政策研究所について】 
Think, Do, and Innovate Tank として、海洋にまつわる諸問題の俯瞰的視座からの把握、自然科学 社会科学人文科学を統合した科学的アプロー
チによる問題の分析、国際社会において政策決定者が参考としうる実現可能な政策としての提案、そして、政策実現に向けた環境整備の実行一将来の
世代に健全な状態で海洋を引き継ぐために、政策研究の手法をもって、海洋に関するさまざまな問題解決に貢献し、「海洋を通した平和の実現」を目指し
ます。 
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